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間および動物間 (サル ･牛 ･鶏 ･シカ)で類似してい
た｡しかし､2次元電気泳動像ではサルの托工筋およ
び内幸云茄において､他の茄には存在する数個のスポッ
トが欠失していた｡抗ユビキチン血清による免疫染色
を行うと､8kDaのユビキチンに相当するバンドは.
全ての試料で染色されたが染色強度は異なっていた｡
さらに約 40kDaのバンドは大腿四頭広のみ陽性反応
が認められた｡このバンドは牛の大腿四頭筋において
も確認されている｡サルにおいて､ユビキチン化タン
パク質と推定されるバンドが大腿四頭筋だけに検出さ
れたことや2次元電気泳動像で欠失するスポットが認
められたことは､筋細胞の死後変化に広肉間で差のあ
るこを示唆する｡牛では､約 40kDaのバンドが硬直
解除期に消失するが､今回は､サルの実験殺直後の拭
料のみを分析したので運動生理学的意義などの詳細は
不明である｡今後､さらに死後硬直および解除期の分
析を行うことが必要である｡
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